熊本市新西部環境工場整備及び運営事業

非価格要素提案書

（様式第14号）

代表企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

非価格要素提案書　記入要領
下記の要領に従い各非価格要素提案書様式に提案内容を記載の上，市へ提出すること。

1． 記載の考え方

・　次ページに示す「評価の視点」について、様式に従い「提案内容・効果」 と 「実現方法・根拠」を記入すること。

・　「提案内容・効果」の欄には事業実施段階において確実に実現できる内容を記載すること。また、可能な限り具体的・定量的かつ簡潔に記載すること。

・　「実現方法・根拠」は、提案内容の実施方法、算出根拠、実績等、「提案内容・効果」の裏づけとなる根拠を具体的に記載すること。

・ 技術提案書、事業計画書と記載内容の整合を図ること。
・ 必要に応じ，記入内容の根拠となる資料を添付すること。
2． 記載方法等

（1） 様式

1 用紙：「評価の視点」ごとに、各2枚までとし、黄色枠内に記載すること。
必要に応じ添付資料として関連図表等を添付すること。

2 書式：フォントの大きさは10.5ポイントとする。記載枠の大きさは変更可能とする。

（2） 添付資料

1 用紙：原則A4とする。
2 書式：自由とする。ただし資料の右上端に様式番号、名称および添付資料番号を記載すること。

（例　様式第14号-1　添付資料1（資料名称））

（3） 提出方法

市へ提出する際は、片面印刷とすること。　

	区分
	評価項目
	様式
	評価の視点

	1. 環境への

配慮
	1） 低炭素化社会実現への貢献
	第14号-1
	・エネルギー有効利用に対する意識の高さ

	
	
	
	・温室効果ガス排出削減等による環境負荷の低減への貢献度

	
	2） 地域の周辺環境との　　調和
	第14号-2
	・圧迫感の少ない施設形状、色彩の採用等の工夫、周辺環境や地域住民への配慮

	
	
	
	・周辺建築物との一体性や地域発展のシンボルとしての位置づけを考慮した提案

	
	3） 啓発・環境学習機能の充実
	第14号-3
	・環境教育の場としての効果

	2.　安心・安全な施設
	1）　施設の安全性
	第14号-4
	・施設構造の信頼性（土木建築・プラント構造）

	
	
	
	・ユニバーサルデザインの導入効果

	
	2）　リスクマネジメント
	第14号-5
	・的確なリスク把握とその対応

	
	3）　施設建設時の対応
	第14号-6
	・施工段階における調整能力

	3. 事業活動の安定性
	1）　ごみ処理システムの安定性
	第14号-7
	・ごみ質、ごみ量等の短期、長期の変動時の対応能力

	
	2）　事業のモニタリング体制
	第14号-8
	・セルフモニタリングを市と連携して実施する必要性の認識と実施にあたっての配慮

	
	3）　ＳＰＣの経営安定化
	第14号-9
	・将来予測に対する的確な分析とその対応方針

	4. 将来を見据えた維持管理
	1）　事業引継ぎ時の対応
	第14号-10
	・事業引継ぎ時に想定される課題の認識と解決能力

	
	2）　プラント施設の主要部分に対する維持管理
	第14号-11
	・主要部分への認識とその維持管理に対する提案能力

	
	3）　プラント施設の長寿命化
	第14号-12
	・基本性能劣化に対する分析能力と性能維持への提案能力

	5.地域経済への貢献

（E評価：失格）
	建設段階及び運営段階における地元企業の参入促進及び熊本市内在住者の就労機会等への配慮
	第14号-13
	・地元企業への発注及び市内在住者の就労機会についての提案内容の具体性と実現性

	
	
	
	・その他障がい者の就労機会等への配慮など地域経済への貢献となる提案。

※地元企業への地元貢献割合（地元貢献予定金額/入札金額）が20％超は加点評価の対象とし、5％以上20％未満は減点対象とする。


1． 環境への配慮
1）　低炭素化社会実現への貢献

	エネルギー有効利用に対する意識の高さ
	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 市関連施設に対し、100％無受電とする特定供給可能な月数、及び年間の供給可能量を提案すること。
· 発電量増加と所内使用電力量低下のために実施する特徴的な取組を実績を基に示すこと。

· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	

	温室効果ガス排出削減等による環境負荷の低減への貢献度


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 施設運転計画に基づく年間の外部への送電量、熱供給量よりCO2削減量を示すこと。(電気の原単位は九州電力21年度実績の全電力平均(0.369kg-CO2/kWh)、熱は灯油利用(67.8kg-CO2/kJ)として算出。)
· その他提案があれば記載すること。



	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。
1． 環境への配慮

2）　地域の周辺環境との調和
	圧迫感の少ない施設形状、外観、色彩等の工夫、
周辺環境や地元住民への配慮
	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 本施設をとりまく諸条件を考慮のうえ、景観に関する提案を図示等にて分かり易く示すこと。

· 地域住民への配慮を行う事項について、できる限り定量的にその内容を示すこと。

· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	

	周辺建築物との一体性や地域発展のシンボルとしての

位置づけを考慮した提案
	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 本施設が地域の発展に対し、どのような貢献を行いうるかについて具体的に示すこと。（ただし、地元経済への貢献との重複記載とならぬよう、留意すること。）

· その他提案があれば記載すること。



	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

1． 環境への配慮

3）　啓発・環境学習機能の充実

	環境教育の場としての効果

	提案内容　・　効果
	· 提案する環境学習機能により期待される効果を実績等を用いて具体的に示すこと。

· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

2． 安全・安心な施設

1）　施設の安全性
	施設構造の信頼性（土木・プラント構造）
	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 今回採用したシステムと同様のシステムを採用した施設における運転実績(温度、蒸発量、排ガス性状の連続データ)を例示すること。

· 施設運転計画の根拠として、施設の連続運転実績と休止時のメンテナンス内容・所要日数を具体的に示すこと。

· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	

	ユニバーサルデザインの導入効果


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· ユニバーサルデザインの導入による効果を、実績等を用いてできる限り定量的に示すこと。

· その他提案があれば記載すること。


	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

2． 安全・安心な施設

2）　リスクマネジメント
	的確なリスク把握とその対応


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 建設時及び運営時における過去のトラブル事例等を踏まえ、具体的なリスクマネジメント手法（リスク回避の方策等）を示すこと。

· 非常時におけるコンティンジェンシープランを示すこと。
· 震災等の自然災害が発生した場合における影響・被害を最小化するため、事前に行うべき対応等を記載すること。

· 飛灰の再資源化を確実に実現するための方策について記載すること。
· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

3.　安全・安心な施設
3）　施設建設時の対応
	施工段階における調整能力


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 建設時、試運転時に既存施設の運転に支障を与えないための仮設計画、動線計画等を本事業の特徴をふまえ具体的に示すこと。

· 工事中の近隣対応策を具体的に示すこと。
· 運営開始後の解体工事を円滑に進めるための方策を示すこと。
· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

3.　事業活動の安定性
1）　ごみ処理システムの安定性
	ごみ質、ごみ量等の短期、長期の変動時の対応能力


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· ごみ質（正規分布に基づく発生頻度を考慮した範囲、及びごみの可燃物中の元素組成。以下同じ。）が変動した場合の発電量、ユーティリティ量等の変動に伴う事業費の変動（収入も考慮したもの。）について、算定式を示すこと。（ごみ量は一定と想定。年間発熱量が計画ごみ質の範囲内の場合。）
· ごみ量が変動した場合の施設対応能力及び発電量、ユーティリティ量等の変動に伴う事業費の変動（収入も考慮したもの。）について、算定式を示すこと。（ごみ質は一定と想定。）
· ごみ質の変動に伴う主灰発生量及び飛灰の再資源化の処理費用・運搬費用の変動について、算定式を示すこと。（飛灰については、飛灰1tあたりの再資源化費用、運搬費用を示すこと。）
· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

3.　事業活動の安定性
2）　事業のモニタリング体制
	セルフモニタリングを市と連携して実施する必要性の認識と実施にあたっての配慮


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 本事業におけるセルフモニタリングの考え方及び方法（モニタリング項目、頻度を含む）を、本事業の特徴及びこれまでの実績等をふまえた上で具体的に示すこと。
· モニタリングにおいて、市と円滑なコミュニケーションのもと実施するための考え方、方法等を、市の政策目標や市側のモニタリング体制にも配慮し具体的に示すこと。
· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

3.　事業活動の安定性
3）　SPCの経営安定化
	将来予測に対する的確な分析とその対応方針


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 事業期間におけるSPCの持続的な経営を担保する方策として、想定されるトラブル等に対してSPCの業務履行能力を確保するためのバックアップ体制（代替企業、運転員の確保等。）や、財務面での健全性の維持に向けた代表企業・構成企業による支援スキームなどについて、具体的かつ明瞭に記載すること。

· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

4.　 　将来を見据えた維持管理
1）　事業引継ぎ時の対応
	事業引継ぎ時に想定される課題の認識と解決能力


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 事業期間終了後、事業引継ぎが必要になった場合において円滑に引き継げるための協力事項及び方策を具体的に示すこと。また、それにより事業期間終了後の安定稼動が担保出来ることを説明すること。
· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

４.　将来を見据えた維持管理
2）　プラント施設の主要部分に対する維持管理
	主要部分への認識とその維持管理に対する提案能力


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 日常点検・定期点検等における点検内容及び点検方法（動線も含む）を具体的に示すこと。
· 施設の主要部分を抽出した上で、想定される寿命及び休止時の維持管理の内容･所要日数を具体的に示すこと。

· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

４.　将来を見据えた維持管理
3）　プラント施設の長寿命化
	基本性能劣化に対する分析能力と性能維持への提案能力


	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 設計時及び維持管理時において、長寿命化を実現するための方策として本事業に特徴的な内容について、従来の維持管理方式との比較を行いつつ、提案すること。

· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。

5． 地域経済への貢献

建設段階及び運営段階における地元企業の参入促進
及び熊本市内在住者の就労機会等への配慮

	地元企業への発注及び市内在住者の就労機会についての
提案内容の具体性と実現性
	提案内容　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

【必須項目】
· 施設整備時及び運営時における地元企業への発注内容・協力体制等の地元企業に対する発注の構造を具体的に記載すること。
· 施設整備段階における地元企業への発注割合（入札額に対する発注金額の割合）、及び運営段階における地域への経済効果（雇用等）の割合（入札額に対する経済効果の金額の割合）を具体的に記載すること。

· 施設整備、運営、各々の段階における地域貢献の実施計画（各年度の進捗率等）及び地元企業への発注が確実に行われていることを市が確認するための仕組み。
· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	

	その他障がい者の就労機会等への配慮など
地域経済への貢献となる提案
	提案要素　・　効果
	＜具体的な提案を求める事項＞

· 施設整備時及び運営時での障がい者の就労機会の提供・男女雇用均等及び子育て中の従業者の労働環境配慮等の点において、地域経済に貢献するための考え方と具体的な実施内容等を示すこと。

· その他提案があれば記載すること。

	
	実現方法　・　根拠
	


※本様式を用いて視点ごとに最大2枚以内で記載すること。枠の大きさについては自由に変更してよい。






